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六
二

は
じ
め
に

　

埼
玉
県
立
文
書
館
地
図
セ
ン
タ
ー
で
は
、
埼
玉
に
関
す
る
歴
史
的
・
文
化
的
に

価
値
の
高
い
地
図
や
航
空
写
真
の
収
集
・
整
理
・
保
存
を
行
い
、
県
民
の
方
々
へ

広
く
利
用
に
供
し
て
い
る
。
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
の
開
設
以
来
収
集
を
開
始

し
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
十
二
月
現
在
、
約
八
万
点
（1）
の
地
図
・
航
空
写
真

を
収
蔵
し
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
元
年
度
に
お
い
て
も
大
変
貴
重
な
地
図
・
航
空

写
真
を
多
く
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

令
和
元
年
度
収
集
資
料
の
う
ち
、
特
に
資
料
的
価
値
の
高
い
も
の
が
「
深

谷
市
航
空
写
真
」
で
あ
る
。
詳
細
は
次
章
以
降
で
言
及
す
る
が
、
平
成
十
九
年

（
二
〇
〇
七
）
か
ら
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
ま
で
の
各
年
の
深
谷
市
全
域

を
収
め
て
い
る
航
空
写
真
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
令
和
元
年
度
地
図
セ
ン
タ
ー
収
集
資
料
で
あ
る
「
深
谷
市
航
空
写

真
」
に
つ
い
て
、
撮
影
年
代
や
撮
影
範
囲
、
写
真
点
数
な
ど
の
デ
ー
タ
、
文
書
館

地
図
セ
ン
タ
ー
へ
の
受
入
経
緯
と
閲
覧
に
向
け
て
の
整
理
過
程
、
そ
し
て
「
深
谷

市
街
地
の
移
り
変
わ
り
」
を
事
例
と
し
た
活
用
の
一
例
を
提
示
し
な
が
ら
本
資
料

の
紹
介
を
し
て
い
く
。
御
一
読
の
う
え
、「
深
谷
市
航
空
写
真
」
を
知
っ
て
い
た

だ
き
、学
問
研
究
や
不
動
産
開
発
事
業
な
ど
で
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

一　
「
深
谷
市
航
空
写
真
」
の
概
要　
―
受
入
か
ら
公
開
ま
で
―

本
章
で
は
、「
深
谷
市
航
空
写
真
」
に
つ
い
て
、
資
料
概
要
や
深
谷
市
か
ら
文

書
館
地
図
セ
ン
タ
ー
へ
と
受
入
さ
れ
た
経
緯
お
よ
び
公
開
に
向
け
て
の
整
理
過
程

に
つ
い
て
言
及
し
て
い
く
。

　
（
一
）「
深
谷
市
航
空
写
真
」
の
概
要

最
初
に
、「
深
谷
市
航
空
写
真
」
の
概
要
に
つ
い
て
、
撮
影
年
代
や
撮
影
範
囲
、

写
真
点
数
な
ど
を
述
べ
て
い
く
。「
深
谷
市
航
空
写
真
」
は
、
Ｔ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
フ
ァ
イ

ル
形
式
の
画
像
デ
ー
タ
が
ブ
ル
ー
レ
イ
デ
ィ
ス
ク
に
記
録
さ
れ
て
い
る
状
態
で
寄

贈
さ
れ
、
寄
贈
を
受
け
た
ブ
ル
ー
レ
イ
デ
ィ
ス
ク
は
十
二
枚
で
あ
っ
た
。

　

撮
影
年
代
は
、
先
ほ
ど
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
～

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
及
び
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
～
平
成
三
十
一

年
（
二
〇
一
九
）
の
十
一
年
分
に
わ
た
っ
て
お
り
、
一
年
分
の
写
真
の
デ
ー
タ
が

一
枚
の
ブ
ル
ー
レ
イ
デ
ィ
ス
ク
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
平
成
三
十
一
年
撮

影
の
航
空
写
真
の
み
二
枚
の
ブ
ル
ー
レ
イ
デ
ィ
ス
ク
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
具
体

的
な
撮
影
の
月
日
は
不
明
で
あ
る
が
、
航
空
写
真
に
写
っ
て
い
る
田
畑
の
植
え
付

け
状
況
よ
り
、
冬
か
ら
春
先
頃
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

撮
影
範
囲
に
つ
い
て
、深
谷
市
は
平
成
十
八
年
一
月
に
お
い
て
近
隣
の
岡
部
町
・

令
和
元
年
度
収
集
資
料
「
深
谷
市
航
空
写
真
」
に
つ
い
て

―
深
谷
市
街
地
の
移
り
変
わ
り
―

竹　

内　

竜　

馬
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三

令
和
元
年
度
収
集
資
料「
深
谷
市
航
空
写
真
」に
つ
い
て
―
深
谷
市
街
地
の
移
り
変
わ
り
―（
竹
内
）

川
本
町
・
花
園
町
と
の
市
町
合
併
を
施
行
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
平
成
十
九
年
か

ら
撮
影
が
始
ま
っ
て
い
る
「
深
谷
市
航
空
写
真
」
の
撮
影
範
囲
は
合
併
後
の
市
域

で
あ
り
、
深
谷
市
の
面
積
で
あ
る
約
百
三
十
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
収
め
て
い

る
（2）
。

撮
影
の
目
的
は
深
谷
市
域
に
お
け
る
土
地
利
用
、
税
務
な
ど
の
調
査
や
都
市
計

画
の
基
礎
資
料
と
し
て
撮
影
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

次
に
、
各
々
の
ブ
ル
ー
レ
イ
デ
ィ
ス
ク
に
記
録
さ
れ
て
い
る
写
真
の
点
数
や
状

態
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

　

写
真
の
点
数
は
、
一
枚
の
ブ
ル
ー
レ
イ
デ
ィ
ス
ク
に
三
百
五
十
三
点
か
ら

三
百
五
十
四
点
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
資
料
群
全
体
で
は
三
千
八
百
九
十
一
点
と

な
る
。
具
体
的
に
は
、
平
成
十
九
年
か
ら
平
成
二
十
一
年
ま
で
は
各
三
百
五
十
三

点
が
記
録
さ
れ
、
そ
れ
以
降
の
年
は
各
三
百
五
十
四
点
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
平

成
二
十
一
年
と
平
成
二
十
二
年
を
境
に
写
真
の
点
数
が
異
な
る
。

　

点
数
が
異
な
る
理
由
を
述
べ
て
い
く
と
、
ま
ず
問
題
と
な
る
写
真
が
深
谷
市
と

群
馬
県
太
田
市
と
の
境
を
流
れ
る
利
根
川
の
中
洲
部
分
で
あ
る
。
平
成
二
十
一
年

ま
で
の
写
真
に
は
そ
の
地
点
の
写
真
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
平
成
二
十
二
年

以
降
の
写
真
に
は
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
と
な
っ
た
理
由
が
う
か

が
え
る
の
が
、
平
成
二
十
二
年
一
月
七
日
付
の
総
務
省
告
示
第
一
号
「
県
の
境
界

に
わ
た
る
市
の
境
界
変
更
の
件
」
（3）
で
あ
る
。
こ
の
告
示
は
深
谷
市
と
群
馬
県
太

田
市
と
の
境
界
を
変
更
し
た
と
い
う
旨
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
深
谷
市
高
島
の
一

部
を
太
田
市
へ
、
太
田
市
前
小
屋
町
の
一
部
を
深
谷
市
へ
と
編
入
し
、
市
の
境
界

が
利
根
川
の
中
洲
部
分
へ
と
変
更
さ
れ
て
い
る
。
編
入
さ
れ
た
理
由
は
こ
の
告
示

だ
け
で
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
変
更
に
よ
っ
て
改
め
て
市
域
全
体
を
網
羅
す
る

た
め
に
、
こ
の
年
か
ら
撮
影
さ
れ
始
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
写
真
の
状
態
に
つ
い
て
は
、
ブ
ル
ー
レ
イ
デ
ィ
ス
ク
の
劣
化
か
ど
う
か
は

不
明
で
あ
る
が
、
い
く
つ
か
の
写
真
に
黒
線
が
入
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
部

分
が
あ
る
も
の
、
デ
ー
タ
が
破
損
し
写
真
自
体
が
閲
覧
で
き
な
い
も
の
も
見
受
け

ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
部
分
の
写
真
は
支
障
な
く
閲
覧
で
き
る
状
態
で
あ

る
た
め
、
状
態
は
良
好
で
あ
る
と
い
え
る
。
今
後
永
く
資
料
を
保
存
す
る
た
め
に

複
製
の
製
作
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
（
二
）
受
入
経
緯
と
閲
覧
へ
の
整
理
過
程

　

次
に
、「
深
谷
市
航
空
写
真
」
の
受
入
の
経
緯
と
し
て
、
文
書
館
地
図
セ
ン
タ
ー

で
は
毎
年
五
月
～
六
月
頃
に
埼
玉
県
各
部
局
の
課
所
館
、
県
内
市
町
村
な
ど
へ
地

図
の
寄
贈
依
頼
を
行
い
、
多
く
の
地
図
を
御
寄
贈
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
令

和
元
年
度
か
ら
は
地
図
の
収
集
対
象
を
地
図
の
み
か
ら
航
空
写
真
・
空
中
写
真
ま

で
拡
大
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
年
度
末
に
お
い
て
深
谷
市
秘
書
課
よ
り
深
谷

市
で
撮
影
し
た
航
空
写
真
を
寄
贈
し
た
い
旨
の
連
絡
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、

深
谷
市
秘
書
課
か
ら
文
書
館
地
図
セ
ン
タ
ー
へ
御
寄
贈
い
た
だ
き
、
令
和
元
年
度

の
収
集
資
料
と
し
て
、「
深
谷
市
航
空
写
真
」が
収
蔵
資
料
に
加
わ
っ
た
。
そ
し
て
、

こ
の
資
料
の
閲
覧
公
開
に
向
け
た
作
業
が
始
ま
っ
た
。

令
和
元
年
度
中
の
整
理
で
は
航
空
写
真
の
確
認
、
写
真
番
号
の
表
作
成
ま
で
を

行
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
の
後
の
整
理
作
業
は
翌
年
度
に
持
ち
越
し
と
な
っ
た
。

令
和
元
年
度
に
収
集
し
た
資
料
が
翌
年
の
令
和
二
年
度
末
の
公
開
・
閲
覧
と
な
っ

た
背
景
と
し
て
は
次
の
四
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
点
目
に
寄
贈
を
受
け
た
の
が
年

度
末
に
近
か
っ
た
こ
と
、二
点
目
に
文
書
館
に
ブ
ル
ー
レ
イ
レ
コ
ー
ダ
ー
が
な
か
っ

た
こ
と
、
三
点
目
に
後
述
す
る
が
航
空
写
真
の
デ
ー
タ
量
が
膨
大
な
量
で
あ
っ
た

こ
と
、
最
後
の
四
点
目
に
航
空
写
真
の
撮
影
位
置
を
特
定
す
る
た
め
の
標
定
図
が
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六
四

な
く
、
新
た
に
作
成
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
が
背
景
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　

令
和
二
年
度
と
な
り
、「
深
谷
市
航
空
写
真
」
の
公
開
に
向
け
て
、
本
格
的
な

整
理
作
業
を
行
っ
た
（4）
。
最
初
に
行
っ
た
整
理
作
業
と
し
て
は
、
航
空
写
真
の
撮

影
地
点
を
特
定
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
と
な
る
標
定
図
の
作
成
で
あ
る
。
標
定

図
と
は
、
航
空
写
真
の
撮
影
地
点
や
飛
行
機
が
撮
影
の
際
に
飛
行
し
た
撮
影
コ
ー

ス
と
コ
ー
ス
番
号
、
写
真
番
号
な
ど
を
地
図
上
に
表
示
し
た
図
で
あ
る
（5）
。

　

標
定
図
の
作
成
方
法
と
し
て
は
、
写
真
を
パ
ソ
コ
ン
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
表
示

さ
せ
る
と
と
も
に
、
最
も
写
真
を
拡
大
さ
せ
た
状
態
で
写
真
の
中
心
を
特
定
し
、

地
図
に
落
と
し
て
い
く
方
法
を
採
用
し
た
。

　

ま
ず
、
国
土
地
理
院
が
発
行
し
て
い
る
「
二
万
五
千
分
の
一
地
形
図
」
の
う
ち
、

深
谷
市
域
を
網
羅
す
る
「
本
庄
」・「
深
谷
」・「
寄
居
」・「
三
ヶ
尻
」
の
四
点
の
地
形

図
を
二
部
ず
つ
用
意
し
た
。
二
部
用
意
し
た
理
由
は
文
書
館
の
二
階
文
書
閲
覧
室

と
四
階
地
図
閲
覧
室
の
双
方
に
配
置
し
、
閲
覧
時
の
利
便
性
を
図
る
た
め
で
あ
る
。

　

そ
の
次
に
、
写
真
を
見
な
が
ら
、
そ
の
中
心
を
割
り
出
し
た
。
そ
の
割
り
出
し

た
地
点
を
地
形
図
上
に
鉛
筆
で
印
を
付
け
て
い
く
と
い
う
作
業
を
繰
り
返
し
行
っ

て
い
く
。
な
お
、
こ
の
作
業
は
写
真
に
写
っ
て
い
る
道
路
や
河
川
、
住
宅
の
位
置

な
ど
を
地
形
図
と
比
較
し
な
が
ら
、
印
を
落
と
し
て
い
く
と
行
い
や
す
く
な
る
。

繰
り
返
し
写
真
の
中
心
点
の
印
を
付
け
て
い
く
と
、
撮
影
さ
れ
た
点
は
同
一
直
線

上
に
並
ん
で
い
る
。
こ
の
撮
影
地
点
を
結
ん
だ
線
が
写
真
の
撮
影
時
に
飛
行
し
た

航
空
機
の
撮
影
コ
ー
ス
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
鉛
筆
で
印
を
つ
け
た
撮
影
地
点
に
丸
形
の
カ
ラ
ー
シ
ー
ル
と
撮
影
地

点
の
番
号
（
一
～
三
五
四
）
を
付
し
て
、
地
形
図
上
で
の
撮
影
地
点
を
明
確
に
わ

か
る
よ
う
に
し
た
（6）
。
こ
れ
に
よ
っ
て
評
定
図
が
完
成
し
、
評
定
図
と
撮
影
地
点

と
資
料
番
号
と
の
対
応
表
を
Ａ
２
判
サ
イ
ズ
の
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
に
添
付
し
た
。

　

以
上
の
公
開
に
む
け
た
整
理
過
程
の
作
業
に
よ
っ
て
、
利
用
者
の
求
め
に
応
じ

た
写
真
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
閲
覧
の
体
制
が
整
っ
た
。
今
後
、
令
和
三

年
（
二
〇
二
一
）
四
月
に
閲
覧
開
始
予
定
で
あ
る
。

　

標
定
図
の
作
成
を
通
じ
て
「
深
谷
市
航
空
写
真
」
の
撮
影
地
点
な
ど
に
つ
い
て

わ
か
っ
た
の
は
次
の
二
点
で
あ
る
。

一
点
目
に
写
真
の
撮
影
地
点
間
の
距
離
は
一
定
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
具
体

的
に
は
、
地
形
図
上
で
約
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
実
際
の
距
離
に
換
算
す
る
と
、

約
七
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
間
隔
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

二
点
目
に
深
谷
市
の
全
域
を
撮
影
す
る
た
め
に
、
全
部
で
二
十
八
本
の
コ
ー
ス

を
飛
行
し
て
い
る
。
各
撮
影
コ
ー
ス
の
間
隔
も
一
定
の
距
離
が
取
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
コ
ー
ス
毎
の
間
隔
は
地
形
図
上
で
約
二
．
五
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
、
実
際
の
距
離
で
約
五
百
メ
ー
ト
ル
の
間
隔
で
あ
る
。

以
上
よ
り
、「
深
谷
市
航
空
写
真
」
に
お
け
る
一
点
の
写
真
は
南
北
方
向
に
約

二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
、
東
西
方
向
に
約
三
百
七
十
五
メ
ー
ト
ル
と
い
う
範
囲
を
収

め
て
い
る
。
こ
の
範
囲
で
収
め
る
こ
と
で
、
土
地
の
状
況
を
分
か
り
や
す
く
把
握

す
る
た
め
に
、
数
百
メ
ー
ト
ル
単
位
の
範
囲
で
撮
影
し
た
も
の
と
推
察
で
き
る
。

二　
深
谷
市
街
地
の
移
り
変
わ
り　
―
明
治
期
か
ら
現
代
ま
で
の
様
相
―

　

本
章
で
は
、
深
谷
市
街
地
の
変
遷
を
考
察
し
て
い
く
が
、
ま
ず
考
察
の
前
に
近

世
（
江
戸
時
代
）
か
ら
現
代
に
か
け
て
の
深
谷
の
人
口
や
軒
数
な
ど
を
ま
と
め
る
。

次
に
本
題
と
し
て
、
明
治
期
か
ら
現
代
ま
で
の
深
谷
市
街
地
の
移
り
変
わ
り
に

つ
い
て
、「
深
谷
市
航
空
写
真
」
や
埼
玉
県
撮
影
の
「
埼
玉
全
県
航
空
写
真
」
（7）
、

国
土
地
理
院
発
行
の
「
二
万
五
千
分
の
一
地
形
図
」
及
び
「
五
万
分
の
一
地
形
図
」

（8）
、
旧
陸
軍
参
謀
本
部
陸
地
測
量
部
作
成
の
「
第
一
軍
管
地
方
二
万
分
の
一
迅
速



六
五

測
図
原
図
」
（9）
の
各
資
料
を
用
い
て
、
深
谷
市
街
地
の
移
り
変
わ
り
を
「
深
谷
市

航
空
写
真
」
の
活
用
事
例
の
一
つ
と
し
て
提
示
し
て
い
く
。　

　
（
一
）
近
世
の
中
山
道
深
谷
宿　

　

近
世
の
深
谷
宿
か
ら
現
代
ま
で
の
概
要
を
押
さ
え
て
い
く
。
深
谷
宿
は
五
街
道

の
一
つ
で
あ
る
中
山
道
の
宿
場
で
、
江
戸
日
本
橋
か
ら
九
番
目
の
宿
場
で
あ
る
。

文
献
か
ら
見
て
い
く
と
、「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
（10）
に
よ
れ
ば
、「
深
谷
宿

は
中
山
道
の
駅
亭
に
し
て
、
江
戸
よ
り
十
九
里
を
隔
つ
、
東
の
方
熊
谷
宿
へ
二

里
二
十
七
町
、
西
の
方
児
玉
郡
本
庄
宿
へ
、
二
里
二
十
丁
の
人
馬
継
立
を
な
せ

り
、
又
毎
月
五
十
の
日
に
市
を
立
て
、
諸
品
の
交
易
を
な
す
、（
中
略
）
家
数

四
百
七
十
余
、
多
く
は
中
山
道
往
来
の
左
右
に
軒
を
連
て
住
す
、（
後
略
）」
と
あ

る
。
要
約
す
る
と
、
深
谷
宿
は
中
山
道
の
宿
場
町
で
あ
り
、
熊
谷
宿
と
の
距
離
は

二
里
二
十
七
町
（
約
十
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）、
本
庄
宿
と
の
距
離
は
二
里
二
十
町

（
約
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）、
熊
谷
―
深
谷
間
お
よ
び
深
谷
―
本
庄
間
の
人
馬
継

立
（
伝
馬
役
に
よ
る
人
や
荷
物
の
輸
送
）
を
行
っ
て
い
る
」
と
あ
る
。
伝
馬
役
と

は
宿
場
の
重
要
業
務
で
あ
る
貨
客
輸
送
を
行
う
た
め
に
必
要
な
人
員
と
馬
の
負
担

で
あ
り
、
江
戸
幕
府
か
ら
各
宿
場
に
課
さ
れ
た
負
担
で
あ
る
。
本
稿
で
は
宿
間
の

人
馬
継
立
の
方
法
や
伝
馬
役
負
担
に
関
す
る
詳
細
な
説
明
は
省
略
す
る
が
、
寛
文

五
年
（
一
六
六
五
）、
中
山
道
の
各
宿
場
に
は
原
則
と
し
て
五
十
人
五
十
疋
の
人

員
と
馬
を
宿
場
に
常
備
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
（11）
。
ま
た
五
と
十
の
付
く

日
に
市
を
行
い
様
々
な
品
物
が
売
買
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
深
谷
宿

の
軒
数
は
、「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
が
成
立
し
た
文
化
・
文
政
期
（
一
八
〇
四
～

一
八
三
〇
）
時
点
で
約
四
百
七
十
軒
が
あ
り
、
多
く
は
中
山
道
沿
い
に
建
っ
て
い

る
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
人
口
に
つ
い
て
の
記
載
は
見
当
た
ら
な
い
。

次
に
、「
中
山
道
宿
村
大
概
帳
」
（12）
に
お
い
て
は
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）

時
点
の
深
谷
宿
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
【
史
料
一
】。

【
史
料
一
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
熊
善
太
郎
御
代
官
所
武
蔵
国
榛
沢
郡
但
、
深
谷
領

一
、
合
高
弐
百
弐
拾
四
石
六
斗
五
升
九
合
八
夕（

勺
）　
　
　

深　

谷　

宿

江
戸
江
拾
九
里
五
町
四
拾
間
・
熊
谷
宿
江
弐
里
半
九
町
・
本
庄
宿
江
弐
里
半
七
町

（
中
略
）

原
之
郷
村
境
ゟ
東
大
沼
村
境
迄
宿
往
還
拾
六
町
五
間
三
尺
之
内

一
、
宿
内
町
並
東
西
江
拾
五
町
程

天
保
十
四
卯
年
改

一
、
宿
内
人
別
千
九
百
弐
拾
八
人　

内
男
八
百
九
拾
五
人
・
女
千
三
拾
三
人

　
同一

、
宿
内
惣
家
数
五
百
弐
拾
四
軒

　
　
　
　
　

内		


字
横
町

本　

陣	

凡
建
坪
百
六
拾
坪　
　
　

壱
軒

	

門
構
・
玄
関
附

		


字
下
町

脇
本
陣	

凡
建
坪
七
拾
五
坪　
　
　

壱
軒

	

門
構
・
玄
関
附

		


同

脇
本
陣	

凡
建
坪
三
拾
九
坪　
　
　

壱
軒

	

門
構
無
之
、
玄
関
附

		


字
中
町

同	

凡
建
坪
三
拾
七
坪　
　
　

壱
軒

令
和
元
年
度
収
集
資
料「
深
谷
市
航
空
写
真
」に
つ
い
て
―
深
谷
市
街
地
の
移
り
変
わ
り
―（
竹
内
）
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六
六

             

門
構
・
玄
関
共
無
之

  		


字
横
町

同　
　
　

 

凡
建
坪
四
拾
坪　
　
　
　

壱
軒

             

門
構
・
玄
関
共
無
之

旅
籠
屋
八
拾
軒

　
　
　

   　
　

大　

七　

軒

　

      　

内　

中　

弐
拾
軒

　
　
　

      　

小　

五
拾
三
軒

（
後
略
）

【
史
料
一
】
は
「
中
山
道
宿
村
大
概
帳
」
の
う
ち
、
深
谷
宿
に
つ
い
て
の
記

載
項
目
で
あ
り
、
宿
場
の
距
離
や
軒
数
と
人
口
、
本
陣
や
旅
籠
屋
な
ど
の
施
設

の
項
目
に
限
定
し
た
。
そ
の
記
載
を
ま
と
め
て
い
く
と
、
人
口
と
軒
数
は
天

保
十
四
年
時
点
に
お
い
て
宿
高
約
二
百
二
十
四
石
に
対
し
て
五
百
二
十
四
軒
・

千
九
百
二
十
八
人
が
居
住
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
こ
で
中
山
道
の
宿
場
町
と
比
較
し
て
い
く
。
比
較
の
根
拠
と
し
て
、『
新
編

埼
玉
県
史
』
に
掲
載
の
表
（13）
を
参
考
に
し
て
い
く
が
、
表
の
掲
載
は
紙
面
の
都
合

に
よ
っ
て
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
く
。深
谷
宿
の
宿
高
は
県
内
の
中
山
道
宿
場
町（
蕨

宿
～
本
庄
宿
）
で
最
も
少
な
い
石
高
で
あ
る
。
そ
の
規
模
は
県
内
最
大
の
宿
高
で

あ
る
熊
谷
宿
約
二
千
二
百
四
石
の
十
分
の
一
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
す
る
人
口
は
九

宿
中
五
番
目
の
多
さ
で
あ
る
。
九
宿
中
の
比
較
で
深
谷
宿
の
特
徴
と
し
て
は
、
旅
籠

屋
の
数
が
最
も
多
い
こ
と
で
あ
る
。深
谷
宿
は
大
中
小
八
十
軒
の
旅
籠
屋
が
あ
る
が
、

こ
の
数
は
隣
の
熊
谷
宿
十
九
軒
の
約
四
倍
の
数
で
あ
る
。
天
保
十
四
年
時
点
の
旅
籠

屋
軒
数
の
多
さ
だ
け
で
宿
場
の
賑
わ
い
を
検
討
す
る
の
は
材
料
不
足
で
は
あ
る
が
、

県
内
の
宿
場
町
の
中
で
も
大
き
な
賑
わ
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

そ
の
次
に
、「
武
蔵
国
郡
村
誌
」
（14）
は
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
時
点
の

深
谷
駅
・
深
谷
町
（
深
谷
宿
）
の
概
要
を
ま
と
め
て
い
る
。
明
治
時
代
以
降
の
管

轄
沿
革
と
し
て
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
に
武
蔵
知
県
事
の
管
轄
と
な
り
、
翌

年
の
正
月
に
は
大
宮
県
、
二
月
に
岩
鼻
県
に
属
し
て
い
る
。
ま
た
明
治
四
年
十
一

月
に
は
入
間
県
と
な
り
、
明
治
六
年
六
月
に
熊
谷
県
の
管
轄
と
な
っ
て
い
る
。
幅

員
は
「
東
西
弐
町
三
拾
壱
間
三
尺
南
北
七
町
弐
拾
八
間
」
と
あ
り
、軒
数
（
戸
数
）・

人
口
は
戸
数
総
計
六
百
五
十
戸
・
人
口
総
計
三
千
二
百
四
十
六
人
で
あ
る
。

最
後
に
現
在
の
深
谷
市
は
、
明
治
二
十
二
年
の
町
村
制
施
行
・
町
村
合
併
に

よ
っ
て
深
谷
町
と
な
り
、
昭
和
三
十
年
に
も
町
村
合
併
を
行
い
、
深
谷
市
と
な
っ

た
。
そ
し
て
、
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
の
市
町
合
併
に
よ
っ
て
現
在
の
深
谷

市
が
誕
生
し
た
。
面
積
は
約
百
三
十
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
は
令
和
二
年

十
二
月
現
在
で
約
十
四
万
二
千
人
で
あ
る
。
ま
た
深
谷
市
は
第
一
国
立
銀
行
の
創

立
な
ど
に
係
わ
り
、
近
代
日
本
経
済
の
基
礎
を
築
い
た
渋
沢
栄
一
（15）
の
出
身
地
で

あ
る
。
産
業
は
農
業
や
工
業
が
盛
ん
で
あ
り
、
ネ
ギ
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
な
ど
が
栽

培
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
工
業
で
は
明
治
二
十
年
か
ら
平
成
十
八
年
ま
で
日
本
煉

瓦
製
造
に
よ
る
煉
瓦
生
産
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
ま
た
現
在
で
は
工
業
団
地
が
多
く

所
在
し
て
お
り
、
東
芝
な
ど
大
企
業
の
工
場
が
稼
働
し
て
い
る
。

　
（
二
）
明
治
期
か
ら
現
代
ま
で
の
市
街
地
の
様
相
と
変
遷　

　

次
に
、
深
谷
市
街
地
の
様
相
と
そ
の
移
り
変
わ
り
を
述
べ
て
い
く
。
今
回
は
、

明
治
期
と
大
正
期
に
つ
い
て
は
、
航
空
写
真
資
料
が
な
い
と
と
も
に
地
形
図
も
限

ら
れ
て
い
る
た
め
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
と
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
と

の
約
三
十
年
間
で
考
察
を
す
る
。
ま
た
昭
和
期
か
ら
平
成
期
ま
で
に
関
し
て
は
、

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
か
ら
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
ま
で
を
約
二
十



六
七

年
毎
に
考
察
し
て
い
く
。

 

ま
ず
、
明
治
十
八
年
に
作
成
さ
れ

た
迅
速
測
図
に
は
旧
中
山
道
沿
い
に

建
物
が
密
集
し
て
い
る
様
子
が
描
写

さ
れ
て
い
る
〈
図
一
〉
（16）
。
通
り
の

左
右
に
建
物
が
密
接
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
の
通
り
は
寺
院
な
ど

の
所
在
位
置
か
ら
検
証
す
る
と
、
現

在
の
国
道
十
七
号
線
で
は
な
く
、
旧

中
山
道
で
あ
る
。
迅
速
測
図
に
は
国

道
十
七
号
線
は
表
れ
て
お
ら
ず
、
旧

中
山
道
が
こ
の
時
期
で
も
主
要
道
路

で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

さ
ら
に
、
集
落
の
周
辺
や
日
本

鉄
道
深
谷
駅
停
車
場
（
現
Ｊ
Ｒ
高
崎

線
深
谷
駅
）
周
辺
に
は
田
や
畑
が
広

が
っ
て
い
た
こ
と
も
〈
図
一
〉
か
ら

読
み
取
れ
る
。

約
三
十
年
後
の
大
正
六
年
の
様
相

〈
図
二
〉
（17）

を
見
て
い
く
と
、
明
治

十
八
年
時
点
と
比
較
し
て
旧
中
山
道

か
ら
深
谷
駅
の
方
向
へ
と
建
物
が
広

が
っ
て
い
る
。
田
畑
の
市
街
地
化
は
進
行
し
て
い
る
も
の
の
駅
周
辺
で
は
建
物
が

密
集
し
て
お
ら
ず
、
駅
の
半
径
五
百
メ
ー
ト
ル
（18）
の
範
囲
に
は
田
畑
が
残
っ
て
い

る
。
畑
地
の
種
類
は
迅
速
測
図
で

は
不
明
で
あ
っ
た
が
、〈
図
二
〉
か

ら
深
谷
駅
の
周
辺
地
域
に
は
桑
畑

や
針
葉
樹
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
。

次
に
、
三
十
年
後
の
昭
和
二
十
二

年
時
点
を
確
認
し
て
い
く
〈
写
真

一
〉
（19）
・〈
図
三
〉
（20）
。
戦
後
初
期

の
深
谷
市
街
地
で
は
、
明
治
期
・

大
正
期
と
比
較
し
て
市
街
地
の
拡

大
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
。
か
つ
て

田
畑
が
広
が
っ
て
い
た
深
谷
駅
の

周
辺
地
域
に
は
、
建
物
が
密
集
し

て
建
ち
始
め
て
い
る
が
、
そ
の
外

側
に
は
、
面
積
は
減
少
傾
向
に
あ

り
な
が
ら
も
田
畑
が
広
が
っ
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

さ
ら
に
、
鉄
道
と
公
共
施
設
に

着
目
す
る
と
、
大
正
六
年
の
地
形

図
〈
図
二
〉
と
昭
和
二
十
二
年
の

地
形
図
〈
図
三
〉
に
共
通
し
て
、

深
谷
駅
か
ら
北
東
方
向
へ
、
高
崎

線
と
は
別
の
線
路
が
延
び
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
路
線

令
和
元
年
度
収
集
資
料「
深
谷
市
航
空
写
真
」に
つ
い
て
―
深
谷
市
街
地
の
移
り
変
わ
り
―（
竹
内
）

〈図一〉迅速測図原図「埼玉県武蔵国榛
沢郡深谷駅」（明治十八年〈一八八五〉）

〈写真一〉米軍撮影空中写真
（昭和二十二年〈一九四七〉）

〈図二〉五万分の一地形図「深谷」
（大正六年〈一九一七〉）

〈図三〉五万分の一地形図「深谷」
（昭和二十二年〈一九四七〉）



文
書
館
紀
要
第
三
十
四
号
（
二
〇
二
一
・
三
）

六
八

は
日
本
煉
瓦
製
造
株
式
会
社
専
用
線
で
明
治
二
十
八
年
に
開
通
し
、
日
本
鉄
道
深

谷
停
車
場
か
ら
大
里
郡
大
寄
村
上
敷
免
（
現
深
谷
市
上
敷
免
）
に
所
在
す
る
工
場

ま
で
の
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
結
ん
で
い
た
が
（21）
、
現
在
は
廃
線
で
あ
る
。

　
公
共
施
設
と
し
て
は
、〈
図
二
〉
に
役
場
や
警
察
署
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、〈
図

三
〉
で
は
郵
便
局
や
銀
行
な
ど
が
新

設
さ
れ
、
公
共
施
設
の
面
で
も
街
の

発
展
が
う
か
が
え
る
。

　

ま
た
深
谷
駅
南
側
地
域
に
は
、

明
治
期
・
大
正
期
と
同
様
に
桑
畑

が
広
が
っ
て
お
り
、
住
宅
な
ど
は

確
認
で
き
な
い
。
こ
の
地
域
は〈
図

三
〉
に
は
地
名
の
記
載
が
な
い
が
、

現
在
の
深
谷
市
西
島
町
五
丁
目
・

上
野
台
・
台
坂
東
の
辺
り
で
あ
る
。

桑
畑
の
広
が
り
方
か
ら
、
明
治
期

よ
り
昭
和
三
十
年
代
に
か
け
て
の

深
谷
で
は
、
養
蚕
が
産
業
と
し
て

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。

　
次
に
、
昭
和
四
十
一
年
の
様
相
を

み
て
い
く
と
、〈
写
真
二
〉
（22）
及
び
〈
図

四
〉
（23）
の
通
り
で
あ
る
（24）
。
こ
の
年

で
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
国
道
十
七

号
線
が
新
た
に
表
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
国
道
十
七
号
線
沿
い
で
も
旧
中
山
道
と
同
様
に
建
物
が
で
き
始
め
て
お

り
、
国
道
十
七
号
線
が
主
要
道
路
と
な
っ
て
い
く
動
向
が
み
え
る
。

ま
た
深
谷
駅
南
側
の
地
域
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
動
向
に
変
化
が
見
え
始
め
る
。

具
体
的
に
は
、
田
畑
の
中
に
家
々
が
並
び
始
め
て
い
る
。
こ
れ
は
昭
和
三
十
年
代

の
工
業
団
地
造
成
以
降
の
急
激
な

人
口
増
加
に
伴
う
住
宅
地
不
足
に

因
る
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
の
次
に
、
昭
和
六
十
年
頃
の

県
航
空
写
真
〈
写
真
三
〉
（25）

と
地

形
図
〈
図
五
〉
（26）
を
確
認
す
る
と
、

こ
れ
ま
で
確
認
で
き
た
田
畑
や
駅

南
側
の
桑
畑
が
姿
を
消
し
、
住
宅

地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
畑
地
か
ら
住
宅
地
へ
と
土
地

利
用
状
況
が
変
化
し
た
要
因
の
一

つ
に
は
、
昭
和
二
十
年
代
に
誕
生

の
団
塊
世
代
が
三
十
歳
代
後
半
か

ら
四
十
歳
代
前
半
と
な
り
、
親
と

同
居
し
な
い
核
家
族
化
が
進
行
し
、

住
宅
の
建
築
ラ
ッ
シ
ュ
に
因
る
結

果
と
し
て
住
宅
地
が
不
足
し
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
（27）
。

さ
ら
に
、
公
共
施
設
に
着
目
す

る
と
、
住
宅
及
び
人
口
の
増
加
に

〈図四〉二万五千分の一地形図「深谷」
（昭和三十九年〈一九六四〉）

 〈図五〉二万五千分の一地形図「深谷」
（昭和五十九年〈一九八四〉）

〈写真二〉埼玉全県航空写真
（昭和四十一年〈一九六六〉）

〈写真三〉埼玉全県航空写真
（昭和六十年〈一九八五〉）



六
九

よ
っ
て
、
小
中
学
校
や
高
等
学
校
が
新
設
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
警
察
署
の
移
転
や

新
た
な
郵
便
局
の
開
局
、
工
場
の
新
設
な
ど
も
読
み
取
れ
る
。

　

平
成
期
に
入
る
と
、
深
谷
市
に
お
け
る
市
街
地
化
の
進
行
は
、
昭
和
期
と
比
較

し
て
落
ち
着
き
が
み
ら
れ
る
〈
写
真
四
〉
（28）
。

　
〈
写
真
四
〉
は
「
深
谷
市
航
空
写
真
」
の
う
ち
、
平
成
十
九
年
に
撮
影
さ
れ
た

写
真
で
あ
り
、
深
谷
駅
と
そ
の
周
辺
地
域
で
あ
る
。
写
真
を
み
て
い
く
と
、
住
宅

地
内
に
畑
地
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
昭
和
六
十
年
と
比
較
し
て
、
畑
地
の
面
積

は
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。

深
谷
駅
南
側
の
地
域
で
あ
る

深
谷
市
上
野
台
は
、
先
述
の

よ
う
に
住
宅
地
が
拡
大
し
て

い
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
国

道
十
七
号
線
を
挟
ん
だ
北
側

の
地
域
で
あ
る
深
谷
市
本
住

町
・
仲
町
・
栄
町
・
東
大
沼
・

西
大
沼
な
ど
の
地
域
に
お
い

て
も
駅
南
側
と
同
様
、
住
宅

地
化
が
進
行
し
て
い
る
。〈
図

二
〉
～
〈
図
四
〉
か
ら
、
大

正
六
年
か
ら
昭
和
四
十
年
頃

ま
で
は
水
田
や
桑
畑
が
広

が
っ
て
い
た
地
域
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
地

域
も
深
谷
駅
に
近
い
こ
と
、

国
道
十
七
号
線
の
開
通
と
沿
線
開
発
、
工
業
団
地
内
の
工
場
従
業
員
や
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
に
よ
る
人
口
増
加
及
び
核
家
族
化
の
進
行
に
よ
っ
て
、
農
作
地
か
ら
住
宅

地
へ
と
移
り
変
わ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
、
本
節
の
結
び
と
し
て
、
平
成
三
十
年
の
深
谷
市
街
地
と
現
在
の
深
谷

駅
や
国
道
十
七
号
線
沿
い
、
旧
中
山
道
沿
い
の
様
相
を
紹
介
し
て
い
く
。

　
〈
写
真
五
〉
（29）
は
、
平
成
三
十
年
撮
影
の
「
深
谷
市
航
空
写
真
」
で
あ
り
、
写
真

の
範
囲
は
〈
写
真
四
〉
と
同
一
で
あ
る
。
ま
た
参
考
と
し
て
地
形
図
〈
図
六
〉
（30）

も
掲
載
す
る
。〈
写
真
四
〉
と
は
十
年
程
し
か
経
過
し
て
い
な
い
が
、
わ
ず
か
な

が
ら
の
農
作
地
が
住
宅
地
へ

と
転
換
し
た
土
地
利
用
状
況

が
確
認
で
き
、
写
真
全
体
に

住
宅
地
が
広
が
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

　

こ
こ
で
現
在
の
深
谷
市
街

地
と
旧
中
山
道
の
町
並
み
の

現
地
調
査
を
行
っ
た
（31）
。
そ

の
写
真
が〈
写
真
六
〉～〈
写

真
八
〉
（32）
で
あ
る
。
東
京
と

新
潟
を
結
ぶ
国
道
十
七
号
線

は
深
谷
市
の
主
要
幹
線
と
し

て
機
能
し
て
お
り
、
多
く
の

自
動
車
が
通
行
し
て
い
る
。

時
折
、
交
通
渋
滞
も
発
生
し

て
い
た
。
通
り
沿
い
に
は
飲

令
和
元
年
度
収
集
資
料「
深
谷
市
航
空
写
真
」に
つ
い
て
―
深
谷
市
街
地
の
移
り
変
わ
り
―（
竹
内
）

〈写真四〉深谷市航空写真（平成十九年〈二〇〇七〉）

〈写真五〉「深谷市航空写真」（平成三十年〈二〇一八〉）



文
書
館
紀
要
第
三
十
四
号
（
二
〇
二
一
・
三
）

七
〇

食
店
な
ど
が
建
ち
並
び
、
賑
や
か

な
雰
囲
気
で
あ
る
。
一
方
、
旧
中

山
道
へ
向
か
う
と
、
こ
ち
ら
も
交

通
量
は
あ
り
な
が
ら
も
静
か
な
雰

囲
気
で
あ
っ
た
。
昔
な
が
ら
の
商

店
も
残
っ
て
い
た
が
、シ
ャ
ッ
タ
ー

が
閉
ま
る
商
店
や
建
物
を
取
り
壊

し
た
後
の
空
き
地
も
あ
り
、
淋
し

さ
が
漂
う
雰
囲
気
も
垣
間
見
ら
れ

た
。し

か
し
、
そ
の
よ
う
な
雰
囲
気

の
中
に
も
、
か
つ
て
の
宿
場
町
の

名
残
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
深

谷
宿
の
東
西
入
口
に
は
常
夜
燈
（33）

が
あ
る
が
、
現
在
も
両
方
の
常
夜

燈
が
旧
街
道
沿
い
に
建
っ
て
お
り
、

深
谷
市
指
定
文
化
財
で
あ
る
こ
と
を
示
す
看
板
も
あ
る
。
こ
の
他
に
も
旧
本
陣
跡

や
問
屋
場
跡
を
示
す
碑
や
看
板
な
ど
も
建
っ
て
い
る
。
街
全
体
の
雰
囲
気
と
し
て

は
、
深
谷
出
身
の
近
代
史
上
の
偉
人
で
あ
る
渋
沢
栄
一
が
大
河
ド
ラ
マ
に
取
り
上

げ
ら
れ
、
新
紙
幣
の
肖
像
と
な
る
こ
と
か
ら
、
の
ぼ
り
や
ポ
ス
タ
ー
が
多
く
見
ら

れ
る
。
渋
沢
栄
一
を
通
じ
て
深
谷
市
の
観
光
と
知
名
度
ア
ッ
プ
に
力
を
入
れ
て
い

る
様
子
が
伝
わ
っ
て
来
た
。

お
わ
り
に

本
稿
に
お
い
て
は
、
文
書
館
地
図
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
令
和
元
年
度
収
集
資
料

「
深
谷
市
航
空
写
真
」
の
概
要
と
閲
覧
に
向
け
た
整
理
過
程
を
報
告
し
、
活
用
の
一

事
例
と
し
て
明
治
期
か
ら
現
在
ま
で
の
深
谷
市
街
地
の
変
遷
を
考
察
し
た
。

「
深
谷
市
航
空
写
真
」
は
十
三
年
前
か
ら
現
在
ま
で
の
深
谷
市
全
域
を
写
し
た
大

変
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
深
谷
市
街
地
の
移
り
変
わ
り
を
資
料
の
活
用
事
例
と
し

て
提
示
し
た
が
、
そ
の
他
の
活
用
事
例
と
し
て
小
学
校
で
の
社
会
科
授
業
の
教
材

や
夏
休
み
の
自
由
研
究
、
歴
史
地
理
学
の
研
究
、
不
動
産
業
で
の
土
地
利
用
調
査

な
ど
様
々
な
分
野
に
お
い
て
活
用
で
き
る
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

最
後
に
、
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
御
指
導
を
賜
っ
た
地
図
セ
ン
タ
ー
担
当
の

若
松
良
一
主
任
専
門
員
兼
学
芸
員
、
昨
年
度
の
整
理
に
御
尽
力
い
た
だ
い
た
前
地

図
セ
ン
タ
ー
担
当
の
木
暮
咲
樹
学
芸
員
を
は
じ
め
と
す
る
歴
代
の
担
当
の
皆
様
、

そ
し
て
、
本
資
料
を
御
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
深
谷
市
長
に
対
し
、
心
よ
り
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

〈図六〉二万五千分の一地形図
「深谷」（平成二十九〈二〇一七〉）〈写真六〉旧深谷宿西側

入口の常夜燈

〈写真七〉国道十七号線と深谷市役所

〈写真八〉旧中山道の様相



七
一

註（1）�
埼
玉
県
立
文
書
館
要
覧
第
三
八
号
（
令
和
二
年
度
）、一
八
頁
（
埼
玉
県
立
文
書
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（https://m

onjo.spec.ed.jp/

）
よ
り
引
用
（
閲
覧
日
：
令
和
二
年
十
二

月
十
四
日
）

（2）�
深
谷
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.city.fukaya.saitam

a.jp/

）よ
り
引
用
、

（
閲
覧
日
：
令
和
二
年
十
二
月
十
四
日
）

（3）�
『
官
報
』
第
五
二
二
七
号
、
平
成
二
十
二
年
一
月
七
日　
　

（4）�
筆
者
が
令
和
二
年
度
の
地
図
セ
ン
タ
ー
担
当
と
な
り
、
前
任
者
よ
り
作
業
を
引
き
継
い

だ
た
め
、
前
年
度
の
整
理
に
つ
い
て
は
前
任
者
な
ど
か
ら
聴
い
た
も
の
で
あ
る
。

（5）�
一
般
財
団
法
人
日
本
地
図
セ
ン
タ
ー
『
地
図
と
測
量
の
Ｑ
＆
Ａ
』（
一
般
財
団
法
人　

日
本
地
図
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
三
年
）

（6）�
平
成
十
九
年
～
平
成
二
十
一
年
は
全
三
百
五
十
三
点
で
あ
る
が
、
後
年
の
全

三
百
五
十
四
点
の
方
に
合
わ
せ
て
作
成
を
し
た
。
平
成
十
九
年
～
平
成
二
十
一
年
の
場

合
、
標
定
図
の
〇
三
一
一
（
二
六
）
は
欠
番
の
扱
い
と
な
る
。

（7）�
埼
玉
県
が
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
か
ら
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
ま
で
五
年
ご

と
に
独
自
で
撮
影
し
た
航
空
写
真
で
、
市
街
地
・
農
地
の
土
地
利
用
や
植
生
分
布
の
状

況
、
道
路
・
建
物
の
状
況
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、「
県
航
空
写
真
」
と
す
る
。

（8）�
以
下
、「
地
形
図
」
と
す
る
。

（9）�
陸
軍
省
が
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
～
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
に
作
成
の
地
図

で
あ
る
。
以
下
、「
迅
速
測
図
」
と
す
る
。

（10）�
蘆
田
伊
人
編『
大
日
本
地
誌
大
系（
十
一
）新
編
武
蔵
風
土
記
稿　

第
十
一
巻
』（
雄
山
閣
、

一
九
六
三
年
）、
二
三
三
頁
～
二
三
五
頁

（11）�
児
玉
幸
多
『
近
世
宿
駅
制
度
の
研
究　

増
訂
版
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
〇
年
）、

二
〇
九
頁
・
児
玉
幸
多
『
近
世
交
通
史
の
研
究
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
六
年
）、
一
二

頁
（12）�
児
玉
幸
多
編
『
近
世
交
通
史
料
集
五　

中
山
道
宿
村
大
概
帳
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
七
一
年
）、
一
〇
一
頁
～
一
〇
五
頁

（13）�
『
新
編
埼
玉
県
史　

資
料
編
十
五　

近
世
六
・
交
通
』（
埼
玉
県
、
一
九
八
四
年
）、

一
二
頁
「
表
三　

県
内
宿
駅
概
要　

中
山
道
」　

（14）�
埼
玉
県
編
『
武
蔵
国
郡
村
誌　

第
九
巻
』（
雄
文
閣
、
一
九
五
四
年
）、
二
〇
九
頁
～

二
一
三
頁

（15）�
渋
沢
栄
一
（
天
保
十
一
年
〈
一
八
四
〇
〉
～
昭
和
六
年
〈
一
九
三
一
〉）
は
榛
沢
郡
血

洗
島
村
（
現
深
谷
市
血
洗
島
）
生
ま
れ
、
幕
末
期
に
江
戸
幕
府
の
家
臣
と
な
り
、
明
治

維
新
後
は
大
蔵
省
に
出
仕
し
た
。
退
官
後
、
実
業
家
と
し
て
第
一
国
立
銀
行
（
現
在
の

み
ず
ほ
銀
行
）
な
ど
多
種
多
様
の
企
業
の
創
立
に
係
わ
っ
た
。
享
年
九
十
一
歳
。
ま
た

現
在
の
動
向
と
し
て
、
二
〇
二
一
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
で
採
り
上
げ
ら
れ
る
と
と
も

に
、
二
〇
二
四
年
度
か
ら
発
行
の
新
一
万
円
札
の
肖
像
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

（16）�
迅
原
八
七
一
「
埼
玉
県
武
蔵
国
榛
沢
郡
深
谷
駅
」（
陸
軍
省
、
一
八
八
五
年
）

（17）�
「
五
万
分
の
一
地
形
図
」
深
谷
二
（
陸
地
測
量
部
、
一
九
一
七
年
）

（18）�
五
万
分
の
一
地
形
図
上
の
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
は
実
距
離
で
五
百
メ
ー
ト
ル
と
な
る

（19）�
空
中
五
一
二
二
「
米
軍
撮
影
空
中
写
真
」（
国
土
地
理
院
、
一
九
四
七
年
）

（20）�
「
五
万
分
の
一
地
形
図
」
深
谷
五
（
地
理
調
査
所
、
一
九
四
七
年
）

（21）�
鉄
道
省
監
督
局
編
『
地
方
鉄
道
及
軌
道
一
覧
』（
鉄
道
同
志
会
、
一
九
四
四
年
）

（22）�
航
Ｓ
四
一
「
埼
玉
全
県
航
空
写
真
」
Ａ
四—

一
四

（23）�
「
二
万
五
千
分
の
一
地
形
図
」
深
谷
一
（
地
理
調
査
所
、
一
九
六
四
年
）

（24）�
以
後
、
写
真
と
地
形
図
で
作
成
年
が
異
な
る
こ
と
が
あ
る
が
同
一
時
期
と
し
て
扱
う 

（25）�
航
Ｓ
六
〇
「
埼
玉
全
県
航
空
写
真
」
Ａ
一
〇—

三
七
（
埼
玉
県
、
一
九
八
五
年
）

（26）�
「
二
万
五
千
分
の
一
地
形
図
」
深
谷
五
（
国
土
地
理
院
、
一
九
八
四
年
）

（27）�
縄
田
康
光
「
歴
史
的
に
見
た
日
本
の
人
口
と
家
族
」（
参
議
院
事
務
局
『
立
法
と
調
査
』、

二
〇
〇
六
年
）、
九
六
頁
～
一
〇
〇
頁

（28）�
「
深
谷
市
航
空
写
真
」
一
〇
〇
六
～
一
〇
〇
八
・
一
一
〇
六
～
一
一
〇
八
・
一
二
〇
六
～

一
二
〇
八
（
深
谷
市
、
二
〇
〇
七
年
）、
な
お
〈
写
真
四
〉
及
び
〈
写
真
五
〉
は
九
点

の
航
空
写
真
を
繋
げ
て
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。

（29）�
「
深
谷
市
航
空
写
真
」
一
〇
〇
六
～
一
〇
〇
八
・
一
一
〇
六
～
一
一
〇
八
・
一
二
〇
六
～

一
二
〇
八
（
深
谷
市
、
二
〇
一
八
年
）

（30）�
「
二
万
五
千
分
の
一
地
形
図
」
深
谷
十
（
国
土
地
理
院
、
二
〇
一
七
年
）

（31）�
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
手
指
の
消
毒
や
マ
ス
ク
着
用
を
徹
底

し
た
。

（32）�
い
ず
れ
の
写
真
も
筆
者
撮
影
で
あ
る
。（
撮
影
日
：
令
和
二
年
十
二
月
六
日
）

（33）�
常
夜
燈
は
夜
道
の
安
全
を
守
る
た
め
に
街
道
沿
い
に
設
置
さ
れ
た
街
灯
で
あ
り
、
宿
場

の
出
入
口
の
目
印
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
た
。

令
和
元
年
度
収
集
資
料「
深
谷
市
航
空
写
真
」に
つ
い
て
―
深
谷
市
街
地
の
移
り
変
わ
り
―（
竹
内
）


